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平成 24 年３月期業績予想の修正に関するお知らせ 

平成 23 年 8月 25 日付け当社「特別損失の発生/法人税等の減少および繰延税金資産の計上と業績予想の修

正に関するお知らせ」において発表いたしました平成 24 年 3 月期（平成 23 年 4 月 1 日～平成 24 年 3 月 31

日）の業績予想を下記の通り修正いたします。 

記 

I.連結業績予想の修正 

１．平成 24 年 3 月期 （累計）連結業績予想の修正 

                                （単位：百万円 百万円未満切捨て） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 1 株当たり当期純利益

前回予想（Ａ）  

11,197 43 64

 

156 

円  銭

1,466.23

今回修正（Ｂ） 11,022 20 41 79 744.09

増減額（Ｂ－Ａ） △174 △22 △22 △76 △722.14

増 減 率 △1.6% △52.1% △34.5% △49.0% - 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 平 成 2 3 年 3 月 期 ） 

 

11,435 196 223

 

52  495.02

 

２．修正理由 

 売上高につきましては、放送事業及び映像制作事業において前回予想を上回ったものの、音楽ソフト事業の売

上が、想定しておりましたアルバムの発売延期などにより大幅に減少したことにより、前回予想を下回りました。

利益につきましては、放送関連事業において、プロモーション費用及び著作権（隣接権）使用料などの原価の節

減を図りましたが、減収に伴う減益を補うには至らず、連結営業利益・連結経常利益は前回予想を下回る結果と

なりました。また、連結経常利益減少の影響に加え、法人税減税に伴い繰延税金資産の一部を取り崩したこと及

び前回予想比減益となった連結子会社が税効果を認識していないことなどにより、連結当期純利益につきまして

は、上記の通り前回予想を下回る結果となりました。 

 

II.個別業績予想の修正 

１．平成 24 年 3 月期 個別業績予想の修正 

                                （単位：百万円 百万円未満切捨て） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 1 株当たり当期純利益

前回予想（Ａ）  

7,660 145 203

 

17 

円  銭

159.02

今回修正（Ｂ） 7,439 169 221 27 261.40

増減額（Ｂ－Ａ） △220 24 18 10 102.39

増 減 率 △2.9% 17.2% 9.1% 64.4% － 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 平 成 2 3 年 3 月 期 ） 

 

5,530 307 346

 

176 1,652.26



 
２．修正理由 

売上につきましては、前述の通り放送関連事業が見通しを上回ったものの、音楽ソフト事業が大幅に

減収になったことにより、前回発表を下回る結果となりました。一方、営業利益・経常利益・当期純利

益につきましては、減収による影響はあったものの、放送関連事業において、原価の節減を図ったこと

により、全体としては、前回予想を若干上回る結果となりました。 

尚、平成24年3月期第２四半期までは、音楽ソフト事業は連結子会社３社（バウンディ㈱、㈱ブルース・

インターアクションズ、㈱Ｐヴァイン）で構成されておりましたが、平成23年10月にバウンディ㈱及び

㈱ブルース・インターアクションズの２社を当社に経営統合したことに伴い、本年度下期から音楽ソフ

ト事業の一部は個別業績に算入されることになりました。 

以  上 


